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算数・数学に関わる研究 

～関心・意欲・態度を育む算数、数学教育の在り方～ 

 
                     研究員 中島  研 （上溝小学校） 
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Ⅰ 問題の所在 
 算数・数学についてどのような研究をした
らよいかを考えるに当たり、算数・数学の授
業に対する思いや抱いている違和感、行って
いる授業について、問題だと感じている点を
協議した。 
 その結果、算数・数学を好きにさせる（算
数・数学への関心・意欲・態度を育てる）授
業を展開したいが、その具体的な方法につい
ては不明確で、なんとなく授業を行っている
ことに違和感を抱え、問題だと感じているこ
とが浮き彫りとなった。 
 その解決のために、算数・数学の関心・意
欲・態度が育った状態とはどのような姿か、
どうすればその姿が育つか、育った姿はどの
ような方法で確認すればよいか、を研究し提

案することを考えた。（資料Ⅰ-１） 
 
Ⅱ 研究の方法 
１ 算数・数学における関心・意欲・態度の定義 
 本研究における、算数・数学における関心・
意欲・態度が育った姿を明確にするために、
次のことを行ってきた。 
(1)学習指導要領、国立教育政策研究所資料

（「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善�
のための参考資料」）を基本として、再整理
する。 

(2)整理に当たっては、算数・数学に限らず、
教育評価学、教育心理学その他の文献、ま
た、算数・数学における論文や研究、文献
を参考にする。 

 

 平成２７年８月に文部科学省は、次期学習指導要領に関する論点整理を行った。その中で、
各教科等を通じてはぐくまれた社会観や自然観、人間観などが「どのように社会・世界と関わ
り、より良い人生を送るか」を決定する構成要素となっていく、と述べ、算数、数学において
もそのような態度がはぐくまれる指導と適切な評価が求められるとしている。特に、算数・数
学の関心・意欲・態度の評価については「学習する楽しさや学習する意義の実感等については、
更なる充実が求められるところである」と述べているが、教師は「難しい問題を解こうとして
いたら関心・意欲があると言えるのか」「授業態度が良いことが、算数・数学における態度が
育ったと言えるのか」等、指導と評価の実際のギャップに悩んでいる。 
 そこで本研究では、算数・数学において育成する関心・意欲・態度を「児童生徒が算数・数
学で獲得した学力を、社会生活を営む上で有用なものとして実感し、将来に渡って数理的な処
理のよさを活かそうとする態度」と定義し、小・中系統的にはぐくむ教育の在り方について研
究することとした。そして、その育成に必要な学習指導やその過程を、関心・意欲・態度を育
成する拠り所の例として提案する。 
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その結果、本研究における算数・数学にお
いて育成する関心・意欲・態度について資料
Ⅱ-１をもとに、次のように定義した。 
 
 
 
 
 さらに、そこから研究を進める中で「算数、
数学の関心・意欲・態度を育成する拠り所と
しての質的姿と学習指導の関係」を一覧にま
とめた。（資料Ⅱ-２） 
 
２ 算数・数学における関心・意欲・態度を

育てる学習過程の提案 
 定義した関心・意欲・態度を育てる方略に
ついて仮説を立て、実践と検証をもとに明ら
かにする。そのために、次のことを行ってき
た。 
 
(1)心を育てられたと感じた、もしくは育てる

ことに挑戦してみたこれまでの実践をもち
寄り、学習過程をモデル化する。また、そ
の際の困難な点について課題として整理す
る。 

(2)仮説として立てたモデルや、その立証にお
ける課題について、実践を通して解決する
ことを試み、学習過程のモデルを検証する。 

(3)実践は、研究員による授業を基本とし、可
能な限り全研究員参加の検証授業を行う。 

 
３ 検証と考察 

明らかにした方略が、実際に有効であった
か、検証し考察する。そのために、次のこと
を行っていく。 
 
(1)定義した関心・意欲・態度について、評価

規準に基づき、児童生徒の育った姿を検証
する。 

(2)評価規準の作成に当たっては、国立教育政
策研究所の「評価規準の作成，評価方法等

の工夫改善のための参考資料」を基本とし、
算数・数学に限らず、教育評価学、教育心
理学その他の文献、また、算数・数学にお
ける論文や研究、文献を参考にする。 

(3)評価の具体については、検証での児童生徒
の姿を記録しておき、その記録を基に例を
作成する。 

 
なお、（１）から（３）の過程は、必ずしも

番号順に行うのではなく、実践と検証を繰り
返すことを基本とした形で行う。 
 
Ⅲ 算数・数学における関心・意欲・態度を

育てる学習指導の手だてと工夫 
 
 学習指導を考えるに当たり、研究員がお互
いに行った実践をもち寄り、その報告と議論
の中で、関心・意欲・態度を育てる学習指導
の要点を探った。その結果、次のような学習
過程を単元で組むことで、算数・数学の関心・
意欲・態度が育つのではないかと考えた。（資
料Ⅲ-１） 

学習過程についての仮説モデル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

Ａ 処理のよさを児童生徒同士の言葉
で実感する指導を取り入れる。 
（例：児童生徒の感想を次課題に設
定する。） 

Ｂ 単元の学習をいかした算数・数学的
活動（パフォーマンス課題）を置く。

Ｃ 最後に態度表出の活動（感想文、新
聞）を置く。 

 
＊特に、単元終末において、児童生徒自

身が自らの変容を感じられる取組が
重要であり、それによって有用さを実
感し、将来に渡って数理的な処理のよ
さを活かそうとする態度につながっ
ていくのではないかと考えている。 

児童生徒が算数・数学で獲得した学力を、
社会生活を営む上で有用なものとして実
感し、将来に渡って数理的な処理のよさを
活かそうとする態度 
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Ⅳ 実践 
１ 小学校１学年「ひきざん」  
 
(1)問題との関連 学習過程Ａに該当 
  本実践では「学ぶ意欲を高める算数的活

動を取り入れた分かる授業づくり」を意識
して構想した。そのために児童が問題解決
の主体者となり素朴な疑問や好奇心から問
題設定ができるような授業展開を考えた。
本時の授業ではぐくみたい関心・意欲・態
度を「被減数と減数と答えの関係から関数
的な見方の素地を身に付け、その考え方を
使って他の引き算でも同様の関係性が見い
だせるのか進んで調べようとする態度」と
した。１時間の学習活動を通して、処理の
よさ（関数的な見方の素地）を児童同士の
言葉で実感できることをねらいとして行っ
た。 

(2)具体的な手だて 
①差が同数になるときの被減数と減数の関

係に気付かせるために、引き算の式が書
かれたカードを使う。 

②めあてを教師から与えるのではなく「答
えが９になる式は、他にもあるのだろう
か」と児童が必要感をもって考え、主体
的に追究できるようにする。 

③減法の計算の仕方が定着していない児童
も安心して活動に取り組めるように、半
具体物を操作して確認できるようする。 

④被減数と減数と答えの関係に着目できる
ようにするために、式の書かれたカード
をランダムに掲示（図１）して「並べ替
えたい」という気持ちにさせる。 

⑤終末に、学習したことを活かして考え方
を確かめられる活動に取り組ませる。 

(3) 実践記録 
８／１３時間目 
①教師対児童で繰り下がりのある減法の式

が書かれたカードを用いて「おおきさく
らべゲーム」に取り組む。（差が大きい方

が勝ちとする） 
 ②教師が差が９になるカードを使って勝ち

続ける。 
③児童は、教師に勝てる差が９になるカー

ドをもっているのか全てのカードを確認
するが、もっていないことに気付く。 

 ④教師が使用しているカードの他に差が９
になる式はあるのか考える。 

 ⑤差が９になる式は、全て見つけられたの
か確かめる。被減数と減数と答えの関係
に着目する。 

 ⑥児童が見つけた１４－９のカードを使っ
て再度大きさくらべをする。 

 ⑦児童が気付いたことを児童の言葉でまと
める。 

 
 
 
 
 
 

図１ カードの掲示 
(4)考察 

本授業は、４５分の授業時間の中で、児
童が数理的な処理のよさに気付き、児童同
士の言葉で数理処理のよさを実感できる工
夫を考えた。 

教師対児童の「大きさくらべ」のゲーム
に取り組むことで、児童は学習課題に対し
て意欲的に取り組んだ。さらに、児童の気
付きを教師が拾ってつなげることにより被
減数と減数の関係から差が９になる減法の
式のきまりに迫ることができた。 

終末では、学習したことを活かして新た
な活動に取り組むことにより児童が自分の
変容に気付くことができた。児童は気付き
を整理し友だちと共有していくことで減法
の式の新しい見方を理解した。したがって、
学んだことが実感できる授業の展開となっ
たと考えることができる。 
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２ 小学校１学年「たしざん」「ひきざん」  
 
(1)問題との関連 学習過程Ａに該当 

低学年児童の学習意欲は、賞罰による学
習意欲が高い傾向にある（1995 新井邦二提
唱 資料Ⅰ-１）。しかし、賞罰による学習意
欲は年齢が上がるとともに低下し、規範意
識や自己実現のための学習意欲へと変わっ
ていく。低学年でも賞罰を超えた学びの価
値に触れる経験は重要なことと考えた。 
そこで、学習感想を積み重ねていくこと

により、児童が自己の変容を実感し、主体
的に学習に取り組めるようになることを目
指した。そこで、本単元ではぐくみたい関
心・意欲・態度を「加法及び減法の計算の
仕方を考え理解し、確実にできるようにす
ることにより、進んで生活場面へ活かそう
とする態度」とした。 

また、活動を通して「解き方のよさ」を
共有することにより数理的処理のよさを実
感し、より関心・意欲・態度を育成できる
ように指導を工夫した。 

 
(2)具体的な手だて 

①児童が単元を通して主体的な学びをでき
るように「たしざん」の単元で学習した
ことが「ひきざん」の単元でも活かせる
か予想させる。 

②毎回学習感想をノートに書かせて、教師
は必ずコメントを入れて児童に返す。 

③全員分の学習感想を１枚のプリントに集
約して次時の学習の前に児童に配り「自
分と同じ考え」「自分とは違う考え」ある
いは「１０のまとまりのこと」などキー
ワードごとに自由に分析できるように学
習感想を読ませる。（はじめは、教師が分
析の仕方を教える） 

④友だちの学習感想を読んだことから疑問
に思ったことを質問したり、友だちの考
えのよさを発表し合ったりさせる。 

⑤児童の学習感想から焦点化した疑問や気
付きを全体で確認し、新たなめあてを立
ててから次の学習課題に取り組ませる。 

⑥いつでも振り返りができるようにするた
めに、児童の学習感想は、拡大コピーし
たものを教室に掲示する。 

  
(3) 実践記録 

◎：学習課題  
◇：次時のめあてにつながる児童の気付き 
１／１５時間目 
◎「１３－９はどんなけいさん？」 
◇１０のまとまりでやるとかんたんでした。 
３／１５時間目 
◎「なんで１０のまとまりがだいじなの？」 
◇ひきたしざんができればもっとやりたい。 
５／１５時間目 

 ◎「ひきたしざん？」 
◇１０のかたまりから７をひくときに７

は３がほしいっていってるから、 
６／１５時間目 

 ◎「かわのさくせん（１１－７）」 
◇１２－６だったら６が４ほしいって言っ

てるから１②の２と４をあわせて６。 
※かわのさくせん：減数の１０に対する補

数に着目した減加法  
 
(4)考察 

児童は学習感想を読み合う活動を通して、
計算の答えを出すだけではなく、友だちの
考えを知ることや、処理の仕方のよさに気
付き、学ぶことに対する意欲を高められた。 

また、児童同士の言葉をつないで学習活
動を積み重ねたことにより、児童は自己の
変容を実感し、さらなる課題に挑戦してみ
たいという意欲を高めることができた。休
み時間には、面白い考え方や新しい計算方
法を見つけた児童の回りに自然と友だちが
集まり追究する姿がみられ、主体的な学び
が実現できたと考えることができる。 
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３ 小学校５学年「比べ方を考えよう（１）」  
 

(1)問題との関連 学習過程ＡＢＣに該当 
実践２同様に学習感想（図２・図３）を

積み重ねて、児童が自己の変容を実感し、
主体的に学習に取り組めるようになること
を目指した。低学年と高学年それぞれで同
じ手だての実践を行うことで、汎用的な学
習指導の工夫といった視点で授業を構成し
た。本単元ではぐくみたい関心・意欲・態
度は「異種の２量の割合としてとらえられ
る数量について、比べることの意味や比べ
方、表し方を理解し、数理処理のよさを実
感しながら社会生活や学習に活かそうとす
る態度」とした。 

また、５年生の学習では、それぞれの単
元終了時には算数新聞を書く活動に取り組
んだり、単元の途中で学んだことを活かし
て身の回りの事象について考えたりする時
間を設定した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)具体的な手だて 

本実践の手だては、基本的に実践２と同
様であるが、加えて単元の途中に、学習内
容を身の回りのものと関連付ける課題や、
算数新聞作りにも取り組ませる。 

(3) 実践記録 
◎：学習課題 
◇：次時のめあてにつながる児童の気付き 
１／１５時間目 
◎「ジュースを均等に分けるには、どうす

ればいいのだろ」 
◇平均は、合計を個数でわればいいと分か

った。小数でもできるのかな。 
３／１５時間目 
◎「どのグループが多いと言えるの」 
◇人数がちがっても平均なら比べられる。 
◇一人あたりの平均は、小数で表せる。 
４／１５時間目 
◎「赤ちゃんの体重は比例関係？ 一日に

読んだ平均は何ページ？」（比例と平均） 
※本時の課題作りには、１学期に作成した

算数新聞より「赤ちゃんの体重と比例関
係」を取り上げた。 

◇そのままの数字だと比例にできなくても、
平均してしまえば比例になると分かった。 

７／１５時間目 
◎「どちらの方が混んでいるのかな？」（単

位量あたりの大きさ） 
◇平均を出すと、どちらが混んでいるのか

分かりました。  
１０／１５時間目 
◎「単位量あたりの大きさの考え方と比例の考

え方と平均の考え方はつながるのかな」 
(4)考察 
  本単元は、異種の２量の割合といった

児童にイメージしにくい内容であった。
しかし、学習感想を読み合い、児童の気
付きを活かした学習展開にすることで最
後まで全員が参加して学習を進めること
ができた。 

  １２月７日の児童の学習感想に「今日
の授業では、数が大きい方がイメージし
やすいことが分かりました。今回は、み
んなの感想から、とてもいい勉強ができ
て良かったです」という記述があり、人
口密度の具体的イメージをもてたことが
うかがえる。 

また、気付きを共有していくことで新
たな課題が生まれ、それを追究していく
ことで処理のよさを実感できる授業展開
が可能となったと考えることができる。 

図２ 学習感想一覧と、読み合う様子 

図３ 学習感想を用いた板書 
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４ 小学校４学年「面積のはかり方と調べ方」    
 
(1)問題との関連 学習過程Ａに該当 

 本実践は、児童に広さを数値化する利便
性を感じさせることをねらいとした。ねら
い達成のためにまず、本時ではぐくみたい
関心・意欲・態度を「広さの違いがはっき
りとは分からない場面において、直接比較
だけではなく、任意単位の測定によって比
較することができるという経験を通して、
広さを数値化する利便性を感じることがで
きること」と具体化した。そして、正方形
を外側のブロックと見立てた花壇の広さを
比較するという問題を通して、任意単位に
よって広さを数値化するよさを感じられる
ように授業を構想した。 

 
(2)具体的な手だて 

①児童の「知りたい」という思いを喚起し、
児童が主体的に学ぶ過程を実現させるた
め、一見どちらが広いか分からないもの
を提示する。 

②任意単位の測定方法に気付かせるために、
ノートに図を描きこみ、提示した花壇の
中にマス目が存在することが見えてくる
ような課題設定を行う。 

 
(3)実践記録 
１／１０時間目 
 ①どちらの花壇が広いのかを考える。（図４） 
 
 

図４ どちらが広いかすぐ分かる課題 
 
 ②どちらの花壇が広いのかを考える。（図５） 
 
 
 
図５ どちらが広いかすぐに分からない課題 
 

 ③ ①はすぐに分かったが、②は悩む。 
 ④悩んだところで問題から課題を設定する。 

「広さの比べ方を考えよう」 
 ⑤ノートに図を描くことで、花壇の内側に

マス目が見えてくる。 
 ⑥同じ大きさのマス目の数を比較すること

で広さを比較できることが明らかとなる。 
 ⑦マス目の数は縦のブロックの個数と横の

ブロックの個数をかけることで求められ
るという結論に至る。 

 ⑧適用問題を解いて本時の振り返りを書く。 
 
(4)考察 
  本時では「児童が広さを数値化する利便

性を感じることができる」ということをね
らったが、広さを数値化することだけでは
なく、それを計算で求めることができると
いう処理のよさを発見する結果に授業が進
んだ。これは、想定していた以上の結果を、
児童が導いたと言える。花壇の中に同じ大
きさの正方形が存在し、それを縦の個数と
横の個数をかけることで、合計の個数が求
められるという、長方形の面積公式につな
がる考え方が導入の１時間目に出された。
これが、次時以降の学習とつながることで、
処理のよさがより実感できるものになると
考えることができる。 

児童の振り返りを見ると「広さを計算で
求められるとは思いませんでした」「広さを
比べるのがかけ算でできると知って、すぐ
できるのでいいと思いました」といった記
述が見られた。ここからも「広さの数値化」
→「かけ算で求められる」→「面積公式の
理解」という学習の流れが実現できるもの
であると考えることができる。 
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５ 小学校６学年「並べ方と組み合わせ方」    
 
(1)問題との関連 学習過程ＡＢＣに該当 
  本実践は、単元内における児童の変容が

どう見られるかを探ることで、最終的に関
心・意欲・態度がはぐくまれる過程を明ら
かにしようと取り組んだものである。その
ためにまず、本単元ではぐくみたい関心・
意欲・態度を「順序良く整理してまとめる
ことで、落ちや重なりがなく並び方や組み
合わせ方を考えることができるという実感
をもたせ、そのよさを生活や他の学習で活
かそうとする態度」と具体化して、単元を
通してその態度をはぐくむことを試みた。
そして、毎回の児童の学習感想を蓄積し、
すでに提示した学習過程例の到達レベル
（資料Ⅲ－2）に沿って分類を行った。さら
に、単元を通して児童自身がどのように処
理のよさに気付き、それを活かそうとする
態度がはぐくまれているかを明らかにする
ために、単元終末において「算数新聞作り」
を行った。 

 
(2)具体的な手だて 

①記号化し整理していく必然性を感じさせ、
そのよさに気付かせるために、導入時の
提示をあえて分かりにくいものにする。 

②「図や表に表す」という技能の山を越え
させるために、バラバラでは落ちや重な
りがあることを感じさせ、最初に選ぶも
のを固定するよさに気付かせる。 

③並べ方（順列）と組み合わせ方との混同
による混乱が想定されるため、両者を比
較できる題材を提示して、その違いを明
確にさせる。 

④自らの学びを価値付けさせるために、学
習したことを算数新聞に表す活動をさせ
る。 

 
 

(3)実践記録 
１／４時間目 

 
 
 
 

図６ 記号化・整理とまとめ 
 

①４種類のチケットを提示して、１回ずつ
乗るときの順序を各自が選ぶ。 

②選んだ順序を発表しランダムに板書し
ていく。（←記号化・整理につなげる手
だて）（図６） 

③それぞれをＡＢＣＤと置き換え、何通り
あるのかを調べる方法を考える。 

④途中、ＡＢＣＤの次に何を書いたのかを
確認し、どの順番で書くと分かりやすく
なるのかを検討する。（←整理するメリ
ットを実感させるための手だて） 

⑤樹形図の描き方を確認して、本時の学び
をまとめる。（図７） 

２／４時間目 
 
 
 
 

図７ 樹形図と予想 
 ①１０円玉を配付して表と裏を確認する。 
 ②表を○、裏を×として続けて投げると何

通りになるか順に考える。（←繰り返し樹
形図を書くことで、技能の定着を図る） 

 ③３回目の段階で２通り、４通り、８通りと
なり、次が１６通りあるという予想が出る。 

 ④なぜ１６通りになるのかを考える。 
 ⑤樹形図を用いた説明や、２通りずつ増え

ることで２倍になっていく説明が出る。 
 ⑥前時の４つの並べ方と比較し、増え方が

異なることを確認する。 
 ⑦樹形図を利用して、２回投げたときにだ

れが最初に８通りにできるのかをゲーム
形式で行う。 
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３／４時間目 
 ①４枚のカード（１、２、３、４）のうち、

２枚を選んで２桁の整数をつくるとき、
何通りあるのかを調べる。 

 ②４チーム（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）でバスケの
総当たり戦をするとき、何試合あるのか
を樹形図にする。（←並べ方との違いに気
付かせるよう、あえて重なる試合も樹形
図にしていく） 

 ③二つの問題を比較しながら、なぜ６試合
になるのかを考える。 

 ④１と２を使った整数「１２」と「２１」
は違うものだが、ＡとＢを使った「ＡＢ」
と「ＢＡ」は同じ試合だという説明が出
され、重なっている部分を消していく。 

 ⑤より簡単な表し方を考える。 
 ⑥樹形図、対戦表、辺と対角線を利用した

図、ＡＢＣＤを線で結んでいく図が出さ
れる。 

 ⑦それぞれのよさを考える中で（図８）、数
が多くなると辺と対角線の図や線で結ん
だ図は複雑になるが、表は間違いが少な
いという結論になる。（問題に応じた使い
分けが大切） 

 
 
 
 

図８ 様々な図のよさを考える 
 ⑧適用問題を解く。 
 

４／４時間目 
 ○算数新聞をつくる（図９）。 
  視点：この単元で興味をもったことや、

印象に残ったこと、日常で活かせる
こと 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９ 算数新聞の一例 
 
(4)考察 

本単元は、生活との関連も多く、児童自
身が学習内容を身近なものと結びつけるこ
とが容易であったと考えることができる。
児童の振り返りを見ても、記号化するよさ
や、表や図に整理することのよさに気付き、
活かしていこうとする意識が読み取れた。
その意味でも、研究で規定した表出活動（今
回は算数新聞作り）を通して、自らの学び
を価値付けられたのではないかと考えるこ
とができる。 
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６ 中学校 1 年生「方程式」 
 
(1)問題との関連 学習過程Ｂに該当 

本実践は５時間の授業を通して、方程式
の有用性を実感させ、それを活用する力を
養うことをねらいとした。方程式の有用性
とは「日常生活の問題を解決するときに『関
係性を式で表す→解く→答えを求める』と
いう形式的な操作により、どの問題も解く
ことができること」とし、段階を踏んで、
有用性を感じられるようにした。 

(2)具体的な手だて 
①小学校の解法と方程式の解法のどちらで

も解くことのできる問題を設定する。 
②方程式の有用性に気付かせるために、方

程式を使わないと解くことが難しい問
題を設定する。 

③④方程式を用いることがどの問題にも適
応できることを感じさせるために、様々
な種類の問題を方程式で解かせる。 

⑤方程式を立てることが全体像を掴むこと
につながると感じさせるとともに、自発
的に取り組む姿勢を養うために、問題作
成課題を設定する。 

※①から④の問題の提示方法は、より日常
生活に近づけるため、対話文形式にする。 

(3)実践記録 
1／５時間目「ﾀｲﾑﾃｰﾌﾞﾙを考えるという問題」 
 
 
 
 
 
２/５時間目「合計の値段から個数を求める問題」 
 
 
 
 
 
 

３／５時間目「過不足の問題」 
 
 
 
 
４／５時間目「距離・速さ・時間の問題」 
 
 
 
 

〈１～４時間の授業の進め方〉 
①自由な解き方で解く。 
②自分以外の考え方にふれ、その違いを

考える。 
③自分の解き方を確認し、解き方のよさ

を考える。 
④発展問題に挑戦する。 
 

５／５時間目 問題作成課題 
 
 
 
 
 
 
 
①答えが同じになる２種類の過程を見て、

作りやすい解き方を選んで問題を作る。 
②選んだ理由を書く。 
③オリジナルの問題を作る。 

 
(4)考察 

１時間目の段階では、方程式を立てる生徒
は数名いたが、ほとんどの生徒が文字を使わ
ずに小学校の頃の学習に基づいて答えを求め
ていた。2 つの解答の説明を行ったが、この
段階では、どちらでも解が求められることを
確認しただけなので、生徒の中には解答方法
が複数あるということを確認した程度で、方
程式の有用性は感じられなかった。 
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 ２時間目の授業では、ほとんどの生徒が数
だけで解くことができず、方程式を立てて求
めようとしていた。立式できない生徒も、友
だちの解説を聞くことで理解をすることがで
きていた。生徒の意見には「考え方を少し変
えれば、方程式を使って簡単に解くことがで
きました」という感想が見られた。このこと
から、方程式の有用性を感じていることが読
み取れる。 

３・４時間目の授業では、ほとんどの生徒
が方程式を使って解いていた。立式ができな
い生徒もいたが、何を文字と置くのかを考え
させ、生徒同士で説明をさせることで理解す
ることができていた。どの生徒も方程式を使
っていたことから、どの問題でも「関係性を
式で表す→解く→答えを求める」という形式
的な操作で答えを導くことができることを実
感できたと考えることができる。 

５時間目の授業では、生徒には選択した方
の理由を書かせたが、全ての生徒が「Ｂ（方
程式）」を選択した。その理由として「一つの
式にまとまっているから」「関係が分かりやす
いから」「Ａだとどういうふうに式を組み立て
たかがわからないから」といったものが見ら
れた。生徒に方程式を立てることのよさを感
じさせることができたと考えることができる。 
〈５時間目の授業後のアンケート結果〉 
（Ａ：思う Ｂ：やや思う Ｃ：やや思わない Ｄ：思わない） 

①「方程式の単元と日常生活との結びつき
を感じることはできましたか」（表１） 

 
 
 
 
 
 
 A:52.4 B:35.7 C: 7.1 D: 4.8 （％） 

表１ アンケート結果① 
 
以上の結果となり、約９０％の生徒が日常生

活との結びつきを感じることができたと考え
ることができる。 

②「方程式の単元で学習したことの便利さ
を感じることができましたか」（表２） 

 
 
 
 
 
 
 A:59.5 B:31.0 C: 4.8 D: 4.8 （％） 

表２ アンケート結果② 
以上より、方程式の有用性に関しても約

９０％の生徒が感じることができた。 
〈生徒の意識の変容のアンケート結果〉 

１：「数学の授業で学習したことを普段の生
活の中で活用できないか考えますか」（実
践前） 

２：「方程式を生活の中で使ってみようと思
ことはできましたか？」（実践後）（表３） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 表３ 意識の変容アンケート結果 
質問が異なるため、純粋な比較はできな

いが、活用してみようと思う意識をもたせ
ることができたように感じる。 

これらのことから、小単元を通した方程
式の有用性に気付かせる授業展開が、生徒
の「態度」の育成には効果があったと考え
ることができる。 

 

質問１         質問２ 

A：25.6       A：33.3 

B：27.9       B：54.8 

C：32.6       C：7.1 

D：14.0       D：4.8  （％）
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７ 中学校３学年「単元末の表出課題」   
 
(1)問題との関連 学習過程ＢＣに該当 

既習内容を活用して取り組む課題を「２
次方程式」「関数 y＝ax2」の単元末と、３
年間の振り返りとして全単元終了後に設定
した。その活動を通して、数学的な処理の
よさや、日常生活を数学的に捉える態度を
養うことをねらいとした。 

(2)具体的な手だて 
取組１：２次方程式の問題作成に取り組ませる。 
取組２：関数と生活との繋がりを考えさせる。 
取組３：３年間の内容を振り返らせ、レポート

課題「数学新聞」を作成させる。 
(3)実践記録 

①テーマを決め、自由に考える。 
②行き詰まれば友だちや先生に相談をする。 
③取り組んだ感想を書く。 

(4)考察 
《取組１》では生徒の多くが、学習した

内容の条件を変え、発展的（平面図形の文
章題を空間図形で考える）に考えていた（図
１０）。 

また、問題が思いつかない生徒も、教科
書を参考にさせると、既存の問題の数値を
変えて考えていた。作った問題を自分で解
き、数値を変えるだけでは問題が作れない
ことに気付き「ここを変えてみよう」とい
う発言も生まれ、さらなる意欲に繋がった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
《取組２》では、感想から、自分で探したこ
とで関数が日常生活に存在していることを感
じる生徒が多かった。ほとんどの生徒が中学

校で学んだ関数との繋がりを考えていたが、
中には次のように、中学校の内容にとらわれ
ず、他教科の内容とつなげて、発展的に考え
る生徒も見られた。（図１１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《取組３》では、ＰＣを用いたことで、教
科書以外の内容を調べる生徒も多かった
（図１２）。本校に生えている木の長さを、
影と相似の関係から測る生徒や、将来の目
標である建築士と関連付ける生徒もおり、
学習指導要領に記載されている「数学的活
動の楽しさや数学のよさを実感し、それら
を活用して考えたり判断したりしようとす
る態度」の育成に効果があったと考えるこ
とができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
どの取り組みも学んだことを表出する課

題を設定したことで、生徒は学習を経て得
た知識を活用したり、この活動を通してさ
らに知識を深めたりしようとする態度が見
られた。このことから、数学的な処理のよ
さや、日常生活を数学的に捉える態度を養
うことができたと考えることができる。    

図１０ 生徒が作成した問題 

図１２ 生徒が作成した数学新聞

図１１ 他教科とつなげた考え 

－ 74 － － 75 －



- 76 - 

Ⅴ 成果と課題 

 本研究では、算数・数学における関心・意
欲・態度の最終的な到達目標を「児童生徒が
算数・数学で獲得した学力を、社会生活を営
む上で有用なものとして実感し、将来にわた
って数理的な処理のよさを活かそうとする態
度」と定義し、数理的な処理のよさを授業の
中で実感すると考えることができる実践を積
み重ねてきた。さらに、その姿を評価するた
めには、児童・生徒が態度表出を行う活動が
不可欠であると考え、授業後の振り返りや問
題づくり、算数数学新聞の作成を実施してき
た。（授業後の振り返りの一部については、資
料Ⅴ-１に掲載） 
 これら児童生徒が表出した態度（言葉）と、
研究員が考えた学習指導の工夫（学習過程）と
を照らし合わせながら、本研究の検証を行う。 
 
(1)処理のよさを児童同士の言葉で実感する

指導を取り入れる。 
①実践２「たしざん」「ひきざん」より 

お互いの学習感想を読み合うことで友
だちの考えを知り、処理のよさに気付く。 

 
 
 
 
 
 
(2)単元の学習をいかした算数・数学的活動

（パフォーマンス課題）を置く。 
①実践６「方程式」 

   問題作成課題を通して、方程式を立て
ることで全体像を掴むことができること
を感じさせるとともに、自発的に取り組
む姿勢を養う。 

 
 
 
 

(3)最後に態度表出の活動（感想文、新聞）を置く。 
①実践５「並べ方と組み合わせ方」 

学習したことを算数新聞に表し、自ら
の学びを価値付けさせる。 

 
 
 
 
 
 

以上、児童生徒の言葉と学習過程とを照ら
し合わせてみると「もっとやりたい」という
意欲の高まりが見られた。さらに「身の回り
のもので探してみたい」「今回発見できたこと
を、今後の日常生活に活かしたい」という、
数理的処理のよさを自分自身とつなげようと
する態度も表れた。多くの言葉の中にこれら
の態度表出が見られたことは、児童生徒の関
心・意欲・態度をはぐくむために、本研究で
仮説を立てた学習過程が一定の成果を上げて
いるのではないかと考えることができる。 
 一方で、関心・意欲・態度をはぐくむ上で
技能面の習熟も必要であるという実感が、研
究員にはある。本研究の論旨から外れるため、
今回はその技能の部分には言及していないが、
今後の課題として考えていきたい。 
 
Ⅵ まとめ 

 今回の研究で見取りのポイントとなったの
は、児童生徒から表出された言葉であった。
処理のよさを感じ、活かそうとする態度をは
ぐくむためには、児童生徒が学びを楽しむ中
で、有用性を実感し、そこから得たもの・感
じたものを表出する必要がある。そして、そ
れらを自らの生活と結びつけられるような機
会が求められる。本研究では、その具体とし
て、学習過程のモデル（振り返りの交流や算
数・数学新聞の作成など）を提案した。これ
らを有機的に関連させ、他教科や生活にまで
及ぶつながりをもたせていきたい。 

・ものすごくものすごくたのしかったです。また、
さいしょからの？をときたいです。みんながおし
えてくれたおかげでわかったよ。おしえてくれて
ありがとう。またやりたいです。もっとやりたい
です。またかんがえたい。みんなといっしょにま
たやりたいなとおもいました。もっともっとやり
たくてたまりません。いっぱいいっぱいやりたい
です。みんながおしえてくれてわかりました。み
んなでやってよかったよ。ほんとは、もっとけい
さんしたいけど、もうおわりです。

・方程式は日常生活のちょっとしたことにも使われ
ていることがわかりました。そう考えると普通に
生活していていても、どこに方程式が使われてい
るのかなと不思議に思うし、面白みもあります。
なので、ふと思ったときには身の回りのもので探
してみたいと思いました。 

・この単元では、身近なものにつながるのがたく
さんありました。どこかに出かけるときなど、
使えるものがあります。並べ方と組み合わせ、
それぞれの特徴を知り、自分にとって良い方法
を研究することがありました。自分なりの考え
や、書き方を工夫して取り組むことができまし
た。今回発見できたことを、今後日常生活に活
かしたいと思いました。そして、今回学んだ大
切さを忘れず、何事にも大切さを考えていきた
いです。 
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（資料Ⅰ-１）問題の所在を裏付ける資料 
(1)学習意欲の発達モデル（1995 新井邦二郎 提唱） 
＊資料『学習意欲の心理学 自ら学ぶ子どもを育てる』（桜井茂男 1997 誠信書房） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在現場で行われている方法と、新井の学習意欲の曲線を対比させた場合、次のような問題点が挙がった。 
○小学校高学年になってきて、叱られたくない、物が買ってもらえる、などによる学習意欲は下がってきている

ため、そのような動機付けによる授業はうまくいかない。 
○中学校において、受験を動機付けとしたとき、該当する規範意識による学習意欲は徐々に下がるため、３年生

２学期終了後に授業が成立しなくなる、という事が発生する。（自己目標実現のための学習意欲が、すり替わっ
ている） 

 
(2)学習指導要領実施状況調査（国立教育政策研究所） 
次のことが問題点として挙げられている。 

(3)神数連研究発表内での算数・数学の関心・意欲・態度に関わる研究の内容 
①「学ぶ意欲を高めるための算数的活動を取り入れたわかる授業づくり」 

算数・数学的な活動のための学び合いをすることでわかり、自信をもつことで学ぶ意欲が高まる。 
○次の課題を解決できていなかった 

・果たして、算数・数学に対する意欲といえるのか。 
・「意欲をもたせれば分かる」のか「わかれば意欲がもてる」のかの整理がなされていなかった。 
②「ねらって育てる関心・意欲・態度」と評価 
「関心・意欲・態度」の評価を可視化することで、適正に評価することができないかと考え、事前・事後の記
述の変化と、毎回の振り返りの記載をもとに分析した。 

○次の課題を解決できていなかった 
・先行研究（『「学力の３要素」を意識すれば授業が変わる』中村優治・尾崎誠 著 教育出版 2011）をその

まま使用しているため、発表者自身が論理的背景に乏しい。 
・協議の方向が「毎回の最後にワークシートを書かせたものをどう評価するか」になってしまったため、関心・

意欲・態度を育てる議論とはずれてしまい、育て方に関する内容が乏しかった。 
→算数・数学の関心・意欲・態度について「どう」育てたらよいのか、という方法やその意識は非常に曖昧

であると感じられた。 

○自己目標実現のための学習
意欲 

「この仕事につきたい」等自己
実現の気持ちが動機になり、そ
の手段として学習を用いる。 
○規範意識による学習意欲 
テストでいい点が取りたいなど
の成績的欲求。 
○内発的学習意欲 
学習自体が目標になっている。 
○賞罰による学習意欲 
「褒められたい」「しかられたくな
い」「物が買ってもらえる」などの
報酬志向。 
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（資料Ⅱ-1）定義付けの根拠とした資料 
(1)法律や学習指導要領等における関心・意欲・態度の扱い 
①学校教育法における学力の三要素内の扱い 
学校教育法 第 30 条 
2 前項の場合においては，生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させると
ともに，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐくみ，主
体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用いなければならない。 

 
②学習指導要領に規定された関心・意欲・態度 

＊資料 文部科学省：児童生徒の学習評価の在り方について（報告） 
（4） 「関心・意欲・態度」の評価に関する考え方 
○ 改正教育基本法においては，学校教育において自ら進んで学習に取り組む意欲を高めることを重視するこ
とが示されるとともに，学校教育法及び学習指導要領の改正等により，主体的に学習に取り組む態度が学力
の 3 つの要素の 1 つとして示されている。また，我が国の児童生徒の学習意欲について課題がある状況を踏
まえると，学習評価において，児童生徒が意欲的に取り組めるような授業構成と継続的な授業改善を教師に
促していくことの重要性は高い。さらに，主体的に学習に取り組む態度は，それをはぐくむことが基礎的・
基本的な知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力等の育成につながるとともに，基礎的・基本的な知識・
技能の習得や思考力・判断力・表現力等の育成が当該教科の学習に対する積極的な態度につながっていくな
ど，他の観点に係る資質や能力の定着に密接に関係する重要な要素でもある。 

  これらのことを踏まえれば，「関心・意欲・態度」について学習評価を行い，それをはぐくんでいくことは
引き続き重要である。 

○ 「関心・意欲・態度」は，各教科が対象としている学習内容に関心をもち，自ら課題に取り組もうとする
意欲や態度を児童生徒が身に付けているかどうかを評価するものである。 

  評価に当たっては，各教科が対象としている学習内容に対する児童生徒の取組状況を通じて評価すること
を基本とし，他の観点と同様，目標に照らして「おおむね満足できる」状況にあるかどうかの評価を中心と
することが適当である。 

○ 具体的な評価方法としては，授業や面談における発言や行動等を観察するほか，ワークシートやレポート
の作成，発表といった学習活動を通して評価することが考えられる。その際，授業中の挙手や発言の回数と
いった表面的な状況のみに着目することにならないよう留意する必要がある。 

 
○ 各教科が対象としている学習内容に関心をもち，自ら課題に取り組もうとする意欲や態度をはぐくむこと
は，他の観点に係る資質や能力の定着に密接に関係するものである。教師の指導により，学習意欲の向上は
みられたものの，その他の観点について目標の実現に至っていない場合は，学習指導の一層の充実を図るこ
とが重要である。その際，個人内評価を積極的に活用し児童生徒の学習を励ますことも有効である。 

 
③（次期学習指導要領における関心・意欲・態度）＊資料 教育課程企画特別部会 論点整理 2015 年 8 月 26 日 
（評価の三つの観点） 
○ 現在、各教科について、学習状況を分析的に捉える観点別学習状況の評価 33 と、総括的に捉える評定とを、
学習指導要領に定める目標に準拠した評価として実施することが明確にされている。評価の観点については、
従来の４観点の枠組みを踏まえつつ、学校教育法第３０条第２項が定める学校教育において重視すべき三要
素（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「主体的に学習に取り組む態度」）を踏まえて再整理され、
現在、「知識・理解」「技能」「思考・判断・表現」「関心・意欲・態度」の四つの観点が設定されているとこ
ろである。 

○ 今後、小・中学校を中心に定着してきたこれまでの学習評価の成果を踏まえつつ、目標に準拠した評価を更
に進めていくためには、学校教育法が規定する三要素との関係を更に明確にし、育成すべき資質・能力の三
つの柱に沿って各教科の指導改善等が図られるよう、評価の観点については、「知識・技能」「思考・判断・
表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に沿った整理を検討していく必要があると考える。その中で、
観点別学習状況の評価と、それらを総括した評定との関係についても、改めて整理していくことが求められ
る。 

○ 観点別学習状況の評価の観点は、各教科における教育の目標と表裏一体の関係にあることから、今後、各教
科において、育成すべき資質・能力を踏まえて教育の目標を検討する際には、評価の観点の在り方と一貫性
を持った形で検討を進めていくことが必要である。 

○ その際、２．（２）①ⅲ）（「学びに向かう力、人間性等」）に示された資質・能力には、感性や思いやりな�ど
幅広いものが含まれるが、これらは観点別学習状況の評価になじむものではないことから、評価の観点とし
ては学校教育法に示された「主体的に学習に取り組む態度」として設定し、感性や思いやり等については観
点別学習状況の評価の対象外とすべきである。 
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○ なお、観点別学習状況の評価には十分示しきれない、児童生徒一人一人のよい点や可能性、進歩の状況等に
ついては、日々の教育活動や総合所見等を通じて積極的に子供に伝えることが重要である。 

（評価に当たっての留意点等） 
○ 現在の「関心・意欲・態度」の評価に関しては、例えば、正しいノートの取り方や挙手の回数をもって評価

するなど、本来の趣旨とは異なる表面的な評価が行われているとの指摘もある。「主体的に学習に取り組む態
度」については、このような表面的な形式を評価するのではなく、２．（３）②ⅲ）に示した「主体的な学び」
の意義も踏まえつつ、子供たちが学びの見通しを持って、粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って
次につなげるという、主体的な学びの過程の実現に向かっているかどうかという観点から、学習内容に対す
る子供たちの関心・意欲・態度等を見取り、評価していくことが必要である。こうした姿を見取るためには、
子供たちが主体的に学習に取り組む場面を設定していく必要があり、「アクティブ・ラーニング」の視点から
の学習・指導方法の改善が欠かせない。また、学校全体で評価の改善に組織的に取り組む体制づくりも必要
となる。 

④国研評価規準参考事例での育った姿 
＊資料 国立教育政策研究所 評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料 
＜算数＞ 

 
＜数学＞ 
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(2)先行研究における関心・意欲・態度の扱い 
①児童期の思考の発達 

年齢 ピアジェの発達段階 算数の思考の発達 

２歳～６、７歳 
前操作期 
 自己中心性が強い段階である。幼児期特有の世
界観を持っていることも大きな特徴である。 

小学校入学前後 
 「計数のスキーマ」と「量のスキーマ」の統合が
達成され、ものに頼らずに数詞を使って１桁の
数の関係を理解できるようになる。 

６、７歳 
～１１、１２歳 

具体的操作期 
 自己中心性から脱却することを主要とする。具体
的操作期の中であるものの、数の保存、量の保
存、重さの保存という順序で獲得される。似たもの
同士をまとめる力もこの時期に発達する。 

２～３年生 
 １次元的な思考は、２次元的な思考に発達して
いき、２つの数を同時に考えることができるよう
になる。そのため、位取りの理解を初めとして、
２桁の数の関係の理解が深まっていく。 

４～５年生 
 思考の統合が繰り返され、数関係の一般化を
考える力がついていく。 

１１、１２歳 
～１４、１５歳 

形式的操作期 
具体物を離れて頭の中でことばによるイメージを操
作することで多様な事態を比較検討することが可
能になる。自分で仮説を立て、それを立証するに
はどうしたら良いかを考え、仮説演繹の手段をとる
こともできる。 

  

「計数のスキーマ」 
 モノを数えるときに欠かせないスキーマで「計数の３原則」から成る。 
「計数の３原則」 

  ①１対１対応の原理 
    集合の各要素には必ずラベルを１つずつ割り当てなければならず、また１つ以上割り当てることはでき

ないというもの。 
  ②安定した順序の原理 
    事物の数を数えるときには、そこで用いるラベルが常に同じ順序で使われる必要があるというもの。 
  ③基数性の原理 
    集合の要素を数え上げたときに、最後に用いられたラベルがその集合の大きさ（基数値）を表すという

もの。 
 
「量のスキーマ」 
 数量の大きさの比較や増加・減少を理解するのに必須なスキーマ。 
 
②学力モデル「京都モデル（並行法）」 

 以下は（『新しい教育評価入門』西岡加名恵・石井英真・田中耕治 2015 有斐閣）より抜粋 
 
 
 
 
 

→これらから、本研究では、めざす算数・数学の関心・意欲・態度の姿を「児童生徒が算数・数学で獲得した
学力を、社会生活を営む上で有用なものとして実感し、将来に渡って数理的な処理のよさを活かそうとする
態度」と定義した。 

 
 

「並行説」は、認知と情意の関係を、一方が他方の土台となる関係ではなく、並行関係と捉えることで、両
者が不可分の関係にあることを示している。これにより、基礎的な知識（例：幕藩体制の仕組み）の指導にお
いて、その知識の理解を深めるうえで不可欠な情意的要素（例：幕藩体制下の人々の暮らしを共感的に理解す
ること）への着目が促される。他方、価値観形成（例：物事を数理的に処理しようとする態度）など高次の情
意目標の指導においては、それにふさわしい認知活動（例：数学的知識を実生活で応用する学習活動）が準備
されているかが問われることになる。 
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（資Ⅱ-２）表 算数、数学の関心・意欲・態度を育成する拠り所としての質的姿と学習指導の関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（資料Ⅲ-１）算数・数学の関心・意欲・態度を育てる学習過程モデル 

教科書通りの指導順序 → 
単元の学習を活かした算数・数学的活
動（パフォーマンス課題） 
例）問題をつくらせる 

→
態度表出の活動 
例）感想文・新聞 

↑ 到達レベル 
処理のよさを児童生徒同士の
言葉で実感する指導の工夫 
例）児童生徒の感想を次課題に
する 

1
おもしろい 
外界への興味 

2
算数・数学的な活動が楽し
い（自分が） 

 
3

数理的な処理のよさに気
付く（また外に戻る）  

 
 
 
 

単元（学年）の始め → 終末
＊学習評価の対象ではない ＊学習評価の対象

発達の段階 学年 項目 関心 意欲 態度
ピアジェ
前操作期

↓
具体的操
作期

↓

新井
賞罰によ
る学習意
欲が上位

↓
規範意識
・成績的
理由が上
位

↓
規範意
識・成績
的理由が
上位のま
ま
賞罰による
学習意欲が

低学年

最下位

1･2 年
質的な
姿

○

○経験をもとうとしている

数量や図形に親しみをも
っている

○学んだ知識や
技能を進んで
用いようとして
いる

○算数的活動の楽しさ
を実感し、身の回りに
ある事象とつなげよ
うとしている。

中学年

3･4 年
質的な
姿

○数理的な事象に関心をも
っている

○ 知識や技能の有用さ
数量や図形の性質や

進んで生活や○

関係を調べる
筋道を立てて考える
のよさに気づいている

学習に活用し
ようとしてい
る

○

している。

算数的活動の楽しさ
や数理的処理のよさ
を実感し、日常生活や
学習につなげようと

高学年

5･6 年
質的な

○

姿

○

数理的な事象に関心をも
っている

進んで生活や○
学習に活用し

考察処理する
論理的に考える
のよさに気づいている

ようとしてい
る

○算数で獲得した学力
を日常生活を営む上
で有用なものと実感
し、社会生活や学習に
数理的処理のよさを
活かそうとしている。

形式的操
作期

↓

・成績的
規範意識

理由が急

自己目標
降下

実現のため
の学習意
欲が上位

中学生 質的な
1～3年

○

姿

○数学的に考え表現するこ
とに関心をもっている

意欲的に数学
を問題の解決
に活用して考
えたり判断し
たりしようと
している

○算数・数学で獲得した
学力を、社会生活を営
む上で有用なものとし
て実感し、将来に渡っ
て数理的な処理のよさ
を活かそうとしている

中 1 ギャップ
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（資料Ⅴ-１）本実践における児童の振り返り一覧 
学年 単元名・ねらい 手だて 児童の振り返り 
低学年 
１年 
 
 
 
 

 

「たしざん」 
１位数どうしの繰

り上がりのある加法
計算の仕方を考え理
解し、確実にできる
ようにするととも
に、それを用いるこ
とができるようにす
る。 
「ひきざん」 
11～18から1位数

をひく繰り下がりの
ある減法計算の仕方
を考え理解し，確実
にできるようにする
とともに，それを用
いることができるよ
うにする。 
 
 
 
 

①児童は、毎回必ず学習感想を
ノートに書き、教師は必ずコ
メントを入れて児童に返す。

②教師が、全員分の感想を１枚
のプリントに集約して次時
の学習の前に児童に配る。 

③児童は、プリントを読み、自
由に分析する。 

④友だちの学習感想を読んだ
ことから疑問に思ったこと
を質問したり、友だちの考え
のよさを発表し合ったりす
る。 

⑤授業の最初に児童の学習感
想から焦点化した新たな疑
問や気づきを全体で確認し、
新たなめあてを立ててから
次の学習課題に取り組ませ
る。 

⑥児童の学習感想は、拡大コピ
ーしたものを教室に掲示し、
いつでも振り返りができる
ようにする。 

 
 

・１０のかたまりで、大きいかずで、やりたいです。
もっと大きなかずで１０のかたまりでやったらど
うなるのか、また、がっこうでためしたいです。
あと、こたえのだしかたがわかりました。１０が
つ１４にちのべんきょうのときはじめてやったと
きのけいさんで、むずかしくてはやくこたえがだ
せなかったけど、かわのさくせんのこたえのだし
かたをつかったらこたえをすぐにだせるようにな
りました。 

・いっぱいべんきょうして、みんなでかんがえたり、
まちがえたこともみんなでかんがえるとすっきり
するし、みんなでこたえのだしかたもみんなでい
っしょにかんがえたりするとわかってすっきりす
るし、ともだちのヒントをきいているとだんだん
わかるし、じぶんもヒントをだせるし、ほかのべ
んきょうもやりたい。 

・１０のかたまりとさくらんぼけいさんがもっとつ
かえるのかわからなかったけど、みんなでべんき
ょうしたらそれもつかうんだなってことがわかっ
た。ともだちがちょっとまちがえちゃって、その
ことをみんなでかんがえたらさくらんぼんぼんけ
いさんがわかっちゃった。みんなでやるといっこ
あがるとはんたいもあがるってゆうやつがみんな
でべんきょうをしていいなとおもった。これから
もみんなでかんがえていたさくらんぼんぼんけい
さんがでてほしい。 

・ものすごくものすごくたのしかったです。また、
さいしょからの？をときたいです。みんながおし
えてくれたおかげでわかったよ。おしえてくれて
ありがとう。またやりたいです。もっとやりたい
です。またかんがえたい。みんなといっしょにま
たやりたいなとおもいました。もっともっとやり
たくてたまりません。いっぱいいっぱいやりたい
です。みんながおしえてくれてわかりました。み
んなでやってよかったよ。ほんとは、もっとけい
さんしたいけど、もうおわりです。 

中学年 
４年 
 
 
 
 

 

「面積のはかり方と
調べ方」 
広さの違いがはっ

きりとは分からない
場面において、直接
比較だけではなく、
任意単位の測定によ
って比較することが
できるという経験を
通して、広さを数値
化する利便性を感じ
ることができる。 

①一見どちらが広いか分から
ないものを提示することで、
児童の「知りたい」という思
いを喚起し、児童が主体的に
学ぶ過程の実現をめざす。 

②ノートに図を描きこむこと
で、提示した花壇の中にマス
目が存在することが見えて
くるようになり、任意単位の
測定方法に気付くことがで
きる問題設定を行う。 

・広さは計算で求めることができることが分かりや
すいことが分かりました。 

・今日ぼくは、①～④のかけ算の共通点に気がつき
ました。その共通点は、ぜったいに横とたての数
でかけ算をしていると気がつきました。みんなの
前でノートを見せられてうれしかったです。 

・今日は広さを比べるのがかけ算でできると知って、
すぐできるのでいいと思いました。 

・今日はすごく分かった。たとえば④番だと、横は
ばが４マス、たてマスも４マスなので、４×４を
します。そしたら、内のはばがすぐにマスが数え
られます。 

高学年 
５年 
 
 
 
 
 
 

「比べ方を考えよう
（１）」 
平均の意味を理解

し、それを用いるこ
とができる。 
異種の２量の割合

として捉えられる数
量について、比べる

①児童は、毎回必ず学習感想を
ノートに書き、教師は必ずコ
メントを入れて児童に返す。

②教師が、全員分の感想を１枚
のプリントに集約して次時
の学習の前に児童に配る。 

③児童は、プリントを読み、自
由に分析する。 

・私が今までの授業で思ったことは、単位量の考え
方や平均の考え方で、そのことは身の回りにもい
っぱいあるのだなぁと思いました。あと、授業で
分かったことは、公倍数の考え方でもできること
が分かって便利だけど、３つとか４つとかになっ
たら大変だから使い方を考えたいと思いました。

・平均の勉強をして、身の回りにすごく平均があっ
てとてもビックリしました。みんながたくさんい
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ことの意味や、表し
方を理解し、それを
用いることができ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④友だちの学習感想を読んだ
ことから疑問に思ったこと
を質問したり、友だちの考え
のよさを発表し合ったりす
る。 

⑤授業の最初に児童の学習感
想から焦点化した新たな疑
問や気づきを全体で確認し、
新たなめあてを立ててから
次の学習課題に取り組ませ
る。 

⑥児童の学習感想は、拡大コピ
ーしたものを教室に掲示し、
いつでも振り返りができる
ようにする。 

※単元の途中に学んだことを
活かして身の回りの事象に
ついて考えたりする時間を
設定した。（平均から思いつ
く言葉を集め、単元終了時に
新聞にまとめたり、ノートに
説明を記したりする。） 

※５年生の算数科の学習を通
して単元終了時に算数新聞
を作る活動に取り組んだ。 

 
 

い意見をだしてくれて、色々なことを自分で考え
て自信をもって意見がだせて、みんなにすくわれ
ました。 

・最初は、平均や均等を思いうかべなかったけど、
みんなが知恵をしぼった答えだと思いました。ぼ
くは、この勉強をして自分が理解不能だったこと
が可能になったので、この勉強が自分にとって誇
りに思いました。 

・公倍数が便利なのは、数字が２つのときだけ！数
字が３つ以上の時は単位量の方が便利。最初は、
平均という言葉すら分かってなかったけど、この
勉強をしてみて、平均はならすと言う意味だと分
かりました。そして、人口密度のことでは、計算
はむずかしくてごちゃごちゃになってしまった
り、面積÷人口なのか、人口÷面積なのか分かり
ませんでした。でも、みんなのおかげで人口÷面
積をすれば、人口密度が出せると言うことが分か
るようになってよかったと思います。さらに、算
数は、身近にあると言うことも分かりました。今
回、これらの勉強をしてみて、前は算数が大嫌い
だっけど、今は好きになってきました。これから
も、どんどん算数にきょうみをもって生活してい
きたいです。 

・平均の問題でどうすればいいか分からなかったけ
ど、みんながいろいろ教えてくれて、とてもよく
分かりました。分からなかった時は、おいていか
れたような感じでこわかったけど、みんながささ
えてくれました。自分は昔より成長したなと思い
ます。混み具合比べ方Ⅲは公倍数でできるやつは、
分母がちがう分数でもできるのかな？と思いまし
た。算数は、心ひろいと感じました。 

高学年 
６年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「並べ方と組み合わ
せ方」  
順序良く整理して

まとめることで、落
ちや重なりがなく、
並び方や組み合わせ
方を考えることがで
きるという実感をも
たせ、そのよさを生
活や他の学習で活か
そうとすることがで
きる。 
 
 
 
 
 
 
 

①導入時の提示をあえて分か
りにくいものにすることで、
記号化し、整理していく必然
性を感じさせ、そのよさに気
付かせる。 

②「図や表に表す」という技能
の山を越えさせるために、バ
ラバラでは落ちや重なりが
あることを感じさせ、最初に
選ぶものを固定するよさに
気付かせる。 

③並べ方（順列）と組み合わせ
方との混同による混乱が想
定されるため、両者を比較で
きる題材を提示して、その違
いを明確にさせる。 

④学習したことを算数新聞に
表し、自らの学びを価値付け
させる。 

・この単元は、生活の中でも使いやすいから、使っ
ていきたいです。せっかく学んだことを算数だけ
で終わらせたらもったいないので、活用していけ
るように、今、ばっちりにしておきたいです。 

・この単元では、身近なものにつながるのがたくさ
んありました。どこかに出かけるときなど、使え
るものがあります。並べ方と組み合わせ、それぞ
れの特徴を知り、自分にとって良い方法を研究す
ることがありました。自分なりの考えや、書き方
を工夫して取り組むことができました。今回発見
できたことを、今後日常生活に活かしたいと思い
ました。そして、今回学んだ大切さを忘れず、何
事にも大切さを考えていきたいです。 

・この単元を通して、この内容はいろんな出来事に
使えることが分かりました。１枚目は自分で考え
て使えるものがないかなと思いながらやりまし
た。結果、僕の日常生活と結びつけることができ
るのではないかなと思います。どんどん生活にこ
の単元を活かしていこうと思います。 

中学校 
１学年 

 
 
 
 
 
 
 

「１次方程式」 
○方程式の利用 
方程式を解く過程を
通して式を形式的に
操作のよさを理解さ
せる。 
 実生活の問題解決
を通して、方程式の
有用性を理解させ、

①小学校の解法と方程式の解
法のどちらでも解くことの
できる問題を設定する。 

②方程式を使わないと解くこ
とが難しい問題を設定し、方
程式の有用性に気づかせる。

③④様々な種類の問題を方程
式で解かせることで方程式
を用いることがどの問題に

・最初は方程式は日常生活と余り結びつきがないと
思っていたけど、文章問題をやっていくうちに日
常生活でも便利に使えることを知りました。これ
からの日常生活で使うかどうかはわからないけ
ど、使うときがきたら使おうと思う。 

・方程式を習ってから問題を解くのが早くなったか
なと思います。このことから「方程式」はとても
便利だということに気がつけました。いろいろな
パターンがあって難しいものもあったけど、理解
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 方程式を活用する態
度を養う。 
 
 
 
 
 
 
 
 

も適応できることを感じさ
せる。 

⑤問題作成課題を通して、方程
式を立てることで全体像を
掴むことができることを感
じさせるとともに、自発的に
取り組む姿勢を養う。 
また、①から④の問題の提示

の仕方は、対話文形式にして、
より日常生活に近いものとし
た。 

すれば上手く活用できることがわかりました。 
・方程式は日常生活のちょっとしたことにも使われ
ていることがわかりました。そう考えると普通に
生活していていても、どこに方程式が使われてい
るのかなと不思議に思うし、面白みもあります。
なので、ふと思ったときには身の回りのもので探
してみたいと思いました。 

・方程式は様々なものを求める式にできるので日常
生活に役立つことがわかりました。最初の式さえ
立てることができればすぐに解くことができるの
でとても便利だと思います。 

３学年 
 
 
 

「２次方程式」 
「y＝ax

２」 
「３年間の学習」 
 
実践①、②は、「２次
方程式」「関数 y＝
ax

2」の単元末に設定
している。生徒が既
習内容を活用して活
動に取り組むもので
あり、その活動を通
して、数学的な処理
のよさや日常生活を
数学的に捉える態度
を養うことをねらい
とする。その態度の
表出資料として実践
③を行う。（本研究②
③に該当） 

 
 

実践①： 
既習内容を基に、２次方程式の
問題作成に取り組む。 
 
実践②： 
３年間の関数の内容を振り返
らせ、日常生活との繋がりを考
える。 
 
実践③： 
３年間の内容を振り返らせ、レ
ポート課題「数学新聞」を作成
する。 
 

・最初簡単な問題が作れたので、「もっと難しい問題
を作りたい！」と思い別の問題を作ったら、完成
しなかった。また時間があるときに作ってみたい。

・「２次方程式」だけでこんなにもたくさんの解き方
があるとは知らなかったし、おもしろいと思った。
数学＝嫌い・難しいだったけれど、少し楽しいと
思うようになったので、気が向いたら、他の問題
を作ってみたい。（実践①） 

・関数は身近にたくさんあると同時に、あって当た
り前のものであるということに気づきました。僕
が考えた中では、電気代やタクシー・バスの料金
がそれに当たります。今日の授業を通して「関数」
がより身近に感じて、おもしろいなと感じました。

（実践②） 
・こんなに身の回りに数学で表せるようなことがあ
ると知った。それらのことは理科や社会、体育な
どいろいろな教科に繋がるのがおもしろかった。
まだ数式で表せないものが多いけど、これから数
式で表せるようになるのが楽しみです。関数以外
の単元でも探してみたい。（実践②） 

・身の回りにはたくさんの関数で溢れているんだな
と感じた。今まで数学なんて将来の役に立つのか
なって思っていたので、今回役に立つとわかった。
頑張りたい。（実践②） 

・関数は日常生活のいろいろなところにあることが
わかった。（中略）関数を有効に使えばもしかした
ら日常生活はもっと生活しやすくなるのかもしれ
ないと思った。関数、将来使えるかも知れない…
（実践②） 

・中学校で習ったことを活用し、身近なことをしれ
ることに感動しました。これからも活用していき
たいです。（相似比を使ってメタセコイアの高さを
計る。実践③） 

・アルゴリズム建築は難しくて、私自身あまり理解
できませんが、本当に美しく、たくさんの計算や
深い数学的思考から造られるものは、魅力的なん
だなと感じました。…（中略）…私も将来自分で
考えた家に住みたいので、三平方の定理を活用し
たいと思っています。狭い土地の中で無駄な空間
をなくすためには、中３の内容が活かせたら楽し
そうだなと思いました。今回は深い内容は調べら
れませんでしたが、興味がわいたので、いつか学
ぶのも良いなと感じました。（建築×数学 実践
③） 

・習ったことを使っていろいろなことが知れておも
しろかったです。数学を楽しくできるようにした
いと思いました。（写真からスカイツリーまでの距
離ははかれるか 実践③）  
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